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研 究 概 要

I. 法医病理学

1.睡眠中の乳児窒息死の概要と危険因子

病院や保育所での乳幼児急死に対して安易に乳幼

児突然死症候群（SIDS）と診断され，社会的混乱を

招いている。特に乳幼児急死がSIDSか窒息死かが

問題となる事が多い。SIDSに関心の高い小児科医

や病理学者は典型的な乳幼児の窒息死を経験する機

会が少ない一方，わが国では乳幼児急死例の剖検率

が低く，剖検例の詳細な検討が困難である。当教室

では乳幼児の剖検例が比較的多いので，病死，外因

死を含めて剖検所見のみならず，病歴，生前の健康

状態，死亡時の状況等も加味して詳細に検討してい

る。今回は法医解剖例からみた睡眠中の乳児窒息死

の実態および危険因子について検討した。

乳児急死剖検例を睡眠中の機械的窒息死群と非窒

息死群（対照群）とに分け，両群間で危険因子につ

いて統計的に分析した。この結果，生後6か月以下，

小児用以外の寝具（主として大人用布団），添い寝，

鼻口閉塞，facedownなどが対照群に比して有意に

危険因子であり，これらの危険因子が3つ以上複合

的に組み合わさり，互いに競合して窒息死する事が

示唆された。

2.医療関連死剖検例の分析

厚労省研究班が主導して医療関連死のモデル事業

が始まり，医療関連死への関心が高まっている。そ

こで本学で剖検された医療関連死について概略をま

とめて報告した。過去22年間の全解剖例3,000例中

医療関連死は257例（8.6%）を占め，その70%が病

死であった。この257例について解剖の種類，年齢

別分布，死因，関連診療科，問題とされた医療の内

容等について概略をまとめた。

また，医療に関連した死亡例の死因として最近，肺

動脈血栓塞栓症が問題となっている。当教室で法医

解剖された肺動脈血栓塞栓症による死亡例29例の

うち24例が医療関連による死亡であり，これらの症

例について各診療科別に問題点を指摘した。

3.交通外傷の分析

1) 頭部外傷の生体工学的研究

交通事故における頭部外傷の生体工学的分析の一

環として有限要素法によるコンピュータシミュレー

ションの基礎的研究として，臓器の物理特性に焦点

を合わせて研究している。この研究は脳神経外科村

上助教授，日大工学部との共同研究である。

2) 交通事故剖検例の分析

本学で解剖された交通事故死について，二輪車事

故，高齢者，自転車事故，解剖学的重症度評価およ

び運転中の突然死に焦点を絞り分析している。

II. DNA分析

1.DNA分析による戦没者遺骨の身元特定

厚生労働省の戦没者遺骨返還事業として，旧ソビ

エトで埋葬された戦没者遺骨の身元特定をDNA鑑

定で行っている。核DNAのShort tandem repeat，

およびミトコンドリアDNAのHypervariable
 

regionのSNPsを遺伝マーカーとして使用した。

III. 法医中毒学

1.薬毒物分析の法医剖検例への応用

薬毒物中毒あるいは薬毒物の摂取が考えられる剖

検例について，試料（血液，尿，胃内容，諸臓器な

ど）を採取し，アルコール，医薬品（催眠薬・精神

安定薬），ドラッグ類（覚醒剤・麻薬），一酸化炭素，

青酸化合物，農薬などの薬毒物の定性・定量分析を

GC，GC/MS，LC/MSおよび分光光度計などを利用

して行った。

2.心臓突然死例におけるプロスタグランジン類

の動向

ヒト死体血中のプロスタグランジン類およびトロ

ンボキサン類（PGs）を分析し，心臓突然死における

PGs値の動向について検討した。6-ketoPGFα/

TXB 比を算出し，心臓突然死群と対照群とを比較

した結果，心臓突然死群では6-ketoPGFα/TXB

比が対照群に比して有意に低い事が示された。

「点検・評価」

1.教育について

コース社会医学I，IIおよびコース臨床基礎医学I

創傷学の講義，演習の他，医学総論III，中毒などで

も講義を担当した。また，3年生の研究室配属，6年

生の選択実習の学生を受け入れた。少ない教室員が

フル回転で法医学教育を行い，教育目標は十分に達

成できたと思われる。
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2.研究について

法医学の特殊性から多岐にわたる分野で研究を

行っている。このうち乳幼児急死の分野では学会な

どで発表し，専門領域での高い評価を受けた。また，

医療関連死の研究は学会発表の内容をMedical
 

Tribune誌でも紹介され，一定の評価を受けた。し

かし，基礎的研究を更に発展させるべきであり，今

後の大きな課題である。

3.実務について

年間300体を超える法医解剖を年中無休で行い，

そのうえ親子鑑定，物件鑑定，再鑑定，裁判所への

意見書，厚生労働省の戦没者遺骨返還事業への協力

等の依頼に対しても積極的に対応した。その他，警

察大学校，消防庁などでの法医学の講義，国立病院

災害医療従事者研修での特別講義（年4回），他学会

での教育講演や医師会での特別講演を行い，社会に

対する当教室の責任は十分に果たしていると思われ

る。
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研 究 概 要

I. マラリアとマスト細胞

マラリアは対策が最も急がれる原虫感染症であ

る。血管内で増殖するマラリア原虫に対する免疫応

答が病態を形成し，T細胞による制御のもとに

TNFや抗体がその担い手と考えられてきた。われ

われは血管周囲に多いマスト細胞がマラリアの病態

発現の中心であるとする新たな仮説をたて，実験に

よって検証してきた。本年度はマスト細胞を活性化

する分子について検討した。マスト細胞の活性化の

ための表面受容体として，獲得免疫ではIgE受容

体，自然免疫ではtoll-like receptor（TLR）4があ

る。IgE受容体を介する活性化にはIgE抗体が必要

で，さらにIgE抗体を誘導する抗原が要る。ネズミ

マラリア感染マウスでは抗マラリア原虫IgE抗体

の産生がみられ，その抗原としてPeroxiredoxin

(Prx）が同定された。次にリコンビナントPrxを作

成しTLR4を介した活性化を検討した。Prxはマス

ト細胞上TLR4に結合してTNFを遊離させた。ま

たPrxによるTLR4への刺激に介合分子CD14や

MD-2，細胞内伝達分子MyD88が関与することが

示された。さらにTLR4とPrxとの結合による沈降

体を得て分析したところ両者の直接の結合が確認さ

れた。TLR4は多糖体を認識することで知られるが，

今回蛋白質であるマラリア原虫Prxを認識するこ

とが判明した。この知見はTLR4と蛋白質による自

然免疫の発現という新たな概念を導いた。

II. 消化管寄生虫と免疫応答

消化管寄生虫は腸管内容物の流れや腸蠕動に逆

らって定着するためにエネルギーを必要とする。一

方，宿主の免疫機構は寄生虫を殺滅することなく，そ

の定着を阻害するだけで排除する。今回，寄生の動

態と寄生虫のエネルギー量との関連を検討した。好

気的にエネルギー代謝を行うネズミの消化管寄生線

虫 Nippostrongylus brasiliensis の細胞内ATP量を

化学発光量として測定することで寄生虫のエネル

ギー量とし，虫体の定着期および排除期のラット小

腸各部位より回収した N. brasiliensis 間で比較し

― ―82

東京慈恵会医科大学 教育・研究年報 2006年版


		2008-04-09T15:08:53+0900
	東京慈恵会医科大学




